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東
公
民
館
に
は
、
本
に
親
し
み
、
知
識
の
向
上
に
役

立
て
て
も
ら
う
た
め
に
図
書
室
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
案
外
そ
の
存
在
が
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

平
成
24
年
度
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
付
を
活

用
し
、
例
年
以
上
に
た
く
さ
ん
の
図
書
を
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
図
書
が
充
実
し
ま
し

た
。

　

童
話
、
マ
ン
ガ
や
小
説
な
ど
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
つ
い
手
に
と
っ
て
み
た
く
な
る
本
を
た
く
さ
ん
取

り
そ
ろ
え
ま
し
た
の
で
、
ド
シ
ド
シ
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　

北
伊
予
校
区
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
一
度
図
書
室
を
の
ぞ

い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

今
こ
の
一
年
間
の
記
録
写
真
を
見
な
が
ら
、
寿
大
学

の
あ
れ
こ
れ
を
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
の
開
講
式
後
に
、
歌
を
披
露
し
た
と
き
の
写
真
。

楽
し
い
歌
声
が
写
真
か
ら
も
響
い
て
き
そ
う
で
す
。
そ

の
ほ
か
に
も
、「
日
常
生
活
の
健
康
づ
く
り
」
で
は
、
全

員
が
両
手
を
上
げ
て
伸
び
を
し
て
い
た
り
、「
昔
懐
か
し

い
暮
ら
し
の
道
具
」
で
は
実
物
を
覗
き
込
む
よ
う
に
し

て
い
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
の
写
真
が
残
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
認
知
」
が
テ
ー
マ
の
観
劇
も
あ
り
ま
し

た
。
地
元
の
人
が
役
者
さ
ん
で
出
演
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
感
慨
深
い
も
の
が
今
も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

閉
校
式
で
は
、
８
割
近
く
が
皆
勤
賞
・
精
勤
賞
を
受

賞
す
る
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
平
成
25
年

度
は
、
さ
ら
に
い
い
表
情
の
写
真
を
撮
り
た
い
で
す
。

寿
大
学
（
高
齢
者
教
室
）

　

2
月
20
日
、
愛
護
部
連
絡
協
議
会
の
新
旧
理
事
会
で
、

文
集「
虹
」20
号
の
製
本
を
し
ま
し
た
。

　
「
虹
」
第
1
号
の「
序
」
に
、
仲
田
忠
嗣
会
長
が
次
の

よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。『
校
区
愛
護
連
協
誕
生
を
め
ざ

し
、
勉
強
会
・
結
成
準
備
会
を
重
ね
、
と
き
に
は
各
分

館
毎
に
学
習
会(

「
愛
護
班
が
今
、
な
ぜ
必
要
で
す
か
」

の
講
座)

を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。（
中
略
）
平
成
5
年

3
月
24
日
、
結
成
総
会
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
1
年
、
い
ま
、
手
探
り
し
な
が
ら
歩
い
た
行
事
を

思
い
出
し
て
お
り
ま
す
。
三
大
事
業
の
学
習
会
、
キ
ャ

ン
プ
、
自
慢
大
会
い
か
が
で
し
た
か
。
み
ん
な
輪
に
な

っ
て
、
あ
の
時
の
笑
顔
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。』

　

愛
護
部
活
動
は
今
も
、
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
愛
情
、

熱
意
と
理
解
あ
る
人
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス

　

ス
ト
レ
ス
は
、
マ
イ
ナ
ス
要
因
か
ら
生
じ
る
も
の
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、「
子
ど
も
が
結
婚
し
た
」

「
孫
が
生
ま
れ
た
」
な
ど
、
う
れ
し
い
と
思
わ
れ
る
出
来

事
で
も
、
日
常
生
活
の
変
化
に
よ
っ
て
、
ス
ト
レ
ス
が

生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
適
度
な
ス
ト
レ
ス
は
、
生

活
に
張
り
を
与
え
ま
す
が
、
過
度
の
ス
ト
レ
ス
は
心
身

症
や
神
経
症
な
ど
の
深
刻
な
症
状
を
引
き
起
こ
し
か
ね

な
い
た
め
、
ス
ト
レ
ス
解
消
が
不
可
欠
で
す
。

◆
ス
ト
レ
ス
解
消
法

①
運
動
…
適
度
な
運
動
は
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌

が
減
る
。（
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、ス
ト
レ
ッ
チ
、水
泳
な
ど
）

②
自
然
…
五
感
を
味
わ
う
。（
ハ
イ
キ
ン
グ
、
散
歩
な
ど
）

③
入
浴
…
血
行
が
良
く
な
り
、
新
陳
代
謝
が
活
発
に
な

る
。
体
内
の
老
廃
物
や
疲
労
物
質
が
除
去
さ
れ
る
。

④
香
り
…
植
物
の
香
り
に
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
あ
る
。

⑤
深
呼
吸
…
息
を
お
腹
に
吸
い
込
み
、
ゆ
っ
く
り
吐
く

を
繰
り
返
す
と
、
心
身
の
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
。

⑥
笑
う
…
「
笑
い
」
は
、
身
体
の
免
疫
力
を
高
め
、
自
律

神
経
が
安
定
す
る
効
果
が
あ
る
。

　

ス
ト
レ
ス
は
、
人
に
よ
っ
て
感
じ
る
度
合
が
大
き
く

異
な
り
ま
す
。
自
分
の
気
持
ち
を
楽
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。 包
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４
月
の
新
刊

◆
弧
愁　

サ
ウ
ダ
ー
デ
／
新
田　

次
郎
・
藤
原　

正
彦

◆
孤
独
は
放
火
魔
／
夏
樹　

静
子

◆
a
ｂ
さ
ん
ご
／
黒
田　

夏
子

◆
ひ
と
た
ま
り
も
な
い
日
本
／
藤
巻　

健
史

◆
長
生
き
し
た
け
り
ゃ
肉
を
た
べ
る
な
／
若
杉　

友
子

◆
十
津
川
警
部
わ
が
屍
に
旗
を
立
て
よ

　

／
西
村　

京
太
郎

◆
輝
天
炎
上
／
海
堂　

尊

◆
望
郷
／
湊　

か
な
え

※
こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
本
が
入
っ
て
い
ま
す
。

日時　　4 月 27 日㊏　１１時
場所　　文化センター２階
　　　　第２研修室
絵本や紙しばい、パネルシアターなど
を使って毎回楽しいおはなしをします。
皆さん、ぜひ来てみてください。

4月のふるさとライブラリー

○開館時間　9 時 30 分～ 19 時
○休館日　　30 日㊋

おはなしかい

何者
朝井 リョウ 著 / 新潮社 /
第 148 回直木賞

エンジェルフライト
国際霊柩送還士
佐  々涼子 著 / 集英社

異国で客死した遺体を家族の元へ
送り届けるのが国際霊柩送還士の仕
事。日本初の国際霊柩送還の専門会
社で働く人 と々遺族への取材を通し、
人が人を弔うことの意味を見つめる。

1000以上あるといわれているけん玉
の技の中から、日本けん玉協会が厳
選した123 の技をイラストなどで紹
介。けん玉の持ち方と構え方、基本
動作と技の構成なども解説する。

ぐうたら道をはじめます
たきした えいこ 作 / 大西 ひろみ 絵 /
ＢＬ出版

けん玉の技１２３
日本けん玉協会 著 /
幻冬舎エデュケーション

春の暖かい日曜日の午後、小学５年
生の真由が家のソファでぐうたらし
ていると白い猫があらわれる。猫は
真由に「ぐうたら道」を教えてあげる
と言うが…。

就活の情報交換をきっかけに集まっ
た拓人たち。自分を生き抜くために必
要なことは何なのか。この世界を組み
変える力はどこから生まれ来るのか。
就活大学生の自意識をあぶり出す。

児童書

一般書 一般書

絵本
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